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２
０
２
３ 

第
１
回 

阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
人
外
法
経
） 

 

採
点
基
準 

 

■
現
代
文 

採
点
の
原
則 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

文
脈
の
ね
じ
れ
が
あ
る
、
ま
た
主
述
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
ご
と
に
加
点
し
た
上
で
、 

 

全
体
か
ら
２
点
減
点
す
る
。 

 

③ 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
欠
如
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 

一 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 

２
点×

５
＝
10
点 

  

（
ａ
）
偏
在 

 

（
ｂ
）
撤
廃 

 
（
ｃ
）
指
弾 

 

（
ｄ
）
余
暇 

 

（
ｅ
）
魅
力 

 

問
二 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
○
２
点 

 
 

 

Ｂ
○
２
点          

 
         

Ｃ
○
３
点 

民
主
的
な
投
票
で 

法
律
と
政
策
を
変
更
し
、
労
働
者
の
賃
上
げ
、
富
裕
層
や
大
企
業
へ
の
課
税
の
高
率
化
、
独
占
の
禁
止
の 

                 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
３
点 

 

強
化
等
に
よ
っ
て 

経
済
成
長
を
回
復
さ
せ
、
社
会
保
障
が
充
実
し
、
万
人
が
豊
か
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
な
れ
る
よ
う
な
公
正 

 

な
資
本
主
義
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
八
十
次
～
百
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
民
主
的
な
投
票
で
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

  

■
要
素
Ｂ
「
法
律
と
政
策
を
変
更
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 



2 

■
要
素
Ｃ
「
労
働
者
の
賃
上
げ
、
富
裕
層
や
大
企
業
へ
の
課
税
の
高
率
化
、
独
占
の
禁
止
の
強
化
等
に
よ
っ
て
」
：
３
点 

 
 

・
「
労
働
者
の
賃
上
げ
」
「
富
裕
層
や
大
企
業
へ
の
課
税
の
高
率
化
」
「
独
占
の
禁
止
の
強
化
」
を
各
１
点
と
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
い
ず
れ
か
の
一
つ
を
欠
け
ば
２
点
、
二
つ
を
欠
け
ば
１
点
と
す
る
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
経
済
成
長
を
回
復
さ
せ
、
社
会
保
障
が
充
実
し
」
：
２
点 

 
 

・
「
経
済
成
長
を
回
復
さ
せ
」
「
社
会
保
障
が
充
実
し
」
を
各
１
点
と
し
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判

断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
く
場
合
、
ま
た
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
万
人
が
豊
か
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
な
れ
る
よ
う
な
公
正
な
資
本
主
義
」
：
３
点 

 
 

・
「
万
人
が
豊
か
な
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
な
れ
る
よ
う
な
」
に
２
点
、
「
公
正
な
（
資
本
主
義
）
」
に
１
点
が
目
安
。 

 
 

・
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

文
末
表
現
は
「…

資
本
主
義
」
と
い
う
形
を
原
則
と
す
る
が
、
資
本
主
義
の
内
容
を
説
明
し
た
答
案
と
し
て
妥
当 

 
 
 

な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
三 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
○
２
点                   

 
 
 
 

                   

Ｂ
○
２
点                            

 
 
 

    

Ｃ
○
３
点 

本
来
成
長
を
目
指
す
資
本
主
義
を
維
持
し
つ
つ 

脱
成
長
を
目
指
す
と
い
う
矛
盾
に
よ
り
、
企
業
が
利
益
追
求
と
経
費
削
減
を 

                
 
 
 

 

Ｄ
○
２
点                                          

 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
３
点 

断
行
し
た
た
め
に
、
労
働
者
は
賃
下
げ
や
労
働
分
配
率
の
低
下
に
直
面
し
、
貧
富
の
格
差
に
よ
る
社
会
的
分
断
で
人
心
が
傷
つ 

 

い
た
か
ら
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
八
十
次
～
百
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
本
来
成
長
を
目
指
す
資
本
主
義
を
維
持
し
つ
つ
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
単
に
「
資
本
主
義
」
と
し
て
い
る
も
の
は
１
点
減
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
脱
成
長
を
目
指
す
と
い
う
矛
盾
に
よ
り
」
：
２
点 

 
 

・
「
矛
盾
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
企
業
が
利
益
追
求
と
経
費
削
減
を
断
行
し
た
た
め
に
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
利
益
追
求
」
「
経
費
削
減
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点 

 
 

・
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｄ
「
労
働
者
は
賃
下
げ
や
労
働
分
配
率
の
低
下
に
直
面
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
賃
下
げ
」
「
労
働
分
配
率
の
低
下
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
、
ま
た
、
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
場
合
は
１
点
。
（
例
）
「
パ
イ
も
小
さ
く
な
り
、
安
心
し
た
仕
事
が
減
っ
て
い
く
」→

１
点 

 

■
要
素
Ｅ
「
貧
富
の
格
差
に
よ
る
社
会
的
分
断
で
人
心
が
傷
つ
い
た
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
貧
富
の
格
差
に
よ
る
」
「
社
会
的
分
断
」
の
い
ず
れ
か
と
同
等
の
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点 

 
 

・
全
体
と
し
て
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
」
と
い
う
形
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
判 

 
 
 

断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
四 

16
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｈ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
○
２
点                                    

 
 
 
 

Ｂ
○
２
点                                 

 
 
 
 

 

Ｃ
○
３
点 

資
本
主
義
を
前
提
と
し
た
脱
成
長
で
は
な
く
、
私
的
所
有
や
階
級
、
貨
幣
や
市
場
と
い
っ
た 

資
本
主
義
の
本
質
的
特
徴
そ
の 

                
 
 
 

 

Ｄ
○
２
点       

 
              

Ｅ
○
２
点   

 
 
 
 

                               
Ｆ
○
２
点       

も
の
を
問
題
に
し
、
労
働
を
抜
本
的
に
変
革
し
、
搾
取
と
支
配
の
階
級
的
対
立
を
乗
り
越
え
、
自
由
、
平
等
で
、
公
正
か
つ 

Ｇ
○
３
点 

持
続
可
能
な
社
会
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
百
字
～
百
二
十
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
資
本
主
義
を
前
提
と
し
た
脱
成
長
で
は
な
く
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
私
的
所
有
や
階
級
、
貨
幣
や
市
場
と
い
っ
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
私
的
所
有
や
階
級
」
「
貨
幣
や
市
場
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
、
ま
た
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１

点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
資
本
主
義
の
本
質
的
特
徴
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
労
働
を
抜
本
的
に
変
革
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 
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■
要
素
Ｅ
「
搾
取
と
支
配
の
階
級
的
対
立
を
乗
り
越
え
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
搾
取
と
支
配
の
」
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
自
由
、
平
等
で
公
正
」
：
２
点 

 
 

・
「
自
由
」
「
平
等
」
「
公
正
」
の
内
の
二
つ
が
示
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
自
由
」
「
平
等
」
「
公
正
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ
「
持
続
可
能
な
社
会
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
目
指
そ
う
と
す
る
」
：
３
点 

 
 

・
「
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
読
み
取
れ
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｈ 

「
新
世
代
の
脱
成
長
論
」
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て 

 
 
 

可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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Ⅱ 

現
代
文
50
点 

 
問
一 
２
点×

５
＝
10
点 

   

（
ａ
）
流
布 

 

（
ｂ
）
旨 

 

（
ｃ
）
遺
物 

 

（
ｄ
）
軽
蔑 

 

（
ｅ
）
遡
（
溯
） 

  

問
二 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

Ａ
○
３
点                                                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 

 

Ｃ
○
２
点 

西
洋
由
来
で
は
な
い
他
の
諸
文
明
の
思
想
は
哲
学
で
は
な
い
と
い
う
基
準
に
歴
史
的
な
根
拠
は
な
く
、
人
々
や
時
代
、
社
会
に 

                         
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

                                                 

Ｅ
○
３
点 

広
く
大
き
な
影
響
を
与
え
た 

偉
大
な
文
明
に
貢
献
し
た
も
の
だ
け
が
哲
学
だ
と
い
う
基
準
は
、
権
威
主
義
、
権
力
志
向
だ
と 

 

考
え
て
い
る
。 

 

■
字
数
：
八
十
次
～
百
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
西
洋
由
来
で
は
な
い
他
の
諸
文
明
の
思
想
は
哲
学
で
は
な
い
と
い
う
基
準
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
単
に
「
西
洋
中
心
主
義
・
西
洋
由
来
」
と
し
て
い
る
場
合
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
（
Ａ
に
）
歴
史
的
な
根
拠
は
な
く
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
「
歴
史
的
」
の
ヌ
ケ
は
１
点
減
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
人
々
や
時
代
、
社
会
に
広
く
大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
偉
大
な
文
明
に
貢
献
し
た
も
の
だ
け
が
哲
学
だ
と
い
う
基
準
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
「
偉
大
さ
」
だ
け
へ
の
言
及
の
場
合
、
１
点
。 
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■
要
素
Ｅ
「
（
Ｃ
＋
Ｄ
は
）
権
威
主
義
、
権
力
志
向
だ
と
考
え
て
い
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
権
威
主
義
」
「
権
力
志
向
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
く
場
合
は
２
点 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

基
準
を
提
示
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
説
明
す
る
答
案
の
文
末
形
式
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で 

 
 
 
 

き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
三 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
１
点      

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 

                                      
Ｃ
○
２
点 

思
考
と
は
、
前
提
を
疑
い
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
想
像
力
を
働
か
せ
て
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
よ
う
な 

Ｄ
○
２
点  

 
 

               

Ｅ
○
３
点                                   

 
 
 
 
 

   

Ｆ
○
２
点 

創
造
的
な
思
考
も
含
め
た
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
粘
り
強
く
課
題
を
探
究
し
、
何
か
に
解
答
を
与
え
よ
う
と
す
る
総
合
的
な 

 

行
為
で
あ
る
か
ら
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
八
十
次
～
百
字 

三
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
思
考
と
は
」
：
１
点 

 
 

・
主
題
提
示
。
答
案
中
の
ど
こ
か
に
あ
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
前
提
を
疑
い
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
想
像
力
を
働
か
せ
て
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
 

・
「
想
像
力
」
が
必
須
。
不
足
の
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
創
造
的
な
思
考
も
含
め
た
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
粘
り
強
く
課
題
を
探
究
し
」
：
３
点 

 
 

・
「
試
行
錯
誤
」
に
相
当
す
る
説
明
が
あ
り
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
粘
り
強
く
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 



7 

 

■
要
素
Ｆ
「
何
か
に
解
答
を
与
え
よ
う
と
す
る
総
合
的
な
行
為
で
あ
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
総
合
的
な
」
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
」
と
い
う
形
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
と
判 

 
 
 
 

断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

問
四 

16
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｈ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ
○
２
点    

 
               

Ｂ
○
２
点 

                      
Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

科
学
的
探
究
の
過
程
で
、
い
く
つ
か
の
前
提
を
も
と
に 

あ
る
考
え
を
具
体
化
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
人
々
が
共
有
で
き
る 

                              
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｆ
○
２
点 

制
度
に
な
っ
た
も
の
が
技
術
で
あ
り
、
哲
学
は
技
術
が
拠
っ
て
立
つ
前
提
を
検
証
し
、
そ
れ
が
本
来
の
目
的
に
奉
仕
し
て
い
る 

              
 
 
 

 

Ｇ
○
３
点 

か
を
問
い
直
し
、
広
い
文
脈
の
中
で
意
味
付
け
直
そ
う
と
す
る
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数
：
百
字
～
百
二
十
字 

四
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
要
素
Ａ
「
科
学
研
究
の
過
程
で
」
：
２
点 

 
 

・
「
技
術
」
が
「
科
学
（
研
究
）
」
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
い
く
つ
か
の
前
提
を
も
と
に
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
あ
る
考
え
を
具
体
化
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
人
々
が
共
有
で
き
る
制
度
に
な
っ
た
も
の
が
技
術
で
あ
り
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
人
々
が
共
有
で
き
る
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
哲
学
は
技
術
が
拠
っ
て
立
つ
前
提
を
検
証
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
（
哲
学
は
）
そ
れ
（
＝
技
術
）
が
本
来
の
目
的
に
奉
仕
し
て
い
る
か
を
問
い
直
し
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 
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・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 
■
要
素
Ｇ
「
（
哲
学
は
技
術
を
）
広
い
文
脈
の
中
で
意
味
付
け
直
そ
う
と
す
る
」
：
３
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
「
広
い
文
脈
の
中
で
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｈ 

「
技
術
」
の
内
容
、
お
よ
び
、
そ
れ
と
「
哲
学
」
と
の
関
係
を
説
明
す
る
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る 

 
 
 
 

と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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三 

古
文 

50
点 

 
問
一 
各
３
点×

２
＝
計
６
点 

語
句
の
意
味 

 

＊ 

文
末
の
句
読
点
は
不
問
。 

△
１
点
減
点 
語
句
の
意
味
で
あ
る
の
で
、
余
分
な
補
い
は
（
ａ
）
（
ｂ
）
毎
に
１
点
減
点
。 

×
 

不
適
切
な
補
い
は
各
（
ａ
）
（
ｂ
）
不
可
。 

 

傍
線
部
（
ａ
） 

「
ゆ
か
し
け
れ 

ば
」 

【
３
点
】 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

Ｂ
○
１
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

見
た
い 

 

の
で 

 

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

 
 ＊ 

Ａ
が
不
可
で
あ
れ
ば
Ｂ
に
は
加
点
し
な
い
。 

 

Ａ 

見
た
い
【
２
点
】 

 

＊
「
ゆ
か
し
」
の
訳
。 

＊
「
こ
こ
ま
で
来
た
つ
い
で
に
、
念
珠
が
関
も
見
た
い
の
で
、
行
っ
て
見
よ
う
と
思
う
。」
の
文
脈
。 

 
 

○
「
見
て
み
た
い
／
行
き
た
い
／
訪
れ
た
い
／
見
物
し
た
い
」
な
ど
、
ま
た
「
心
ひ
か
れ
る
／
慕
わ
し
く
思
わ
れ
る
／ 

興
味
が
引
か
れ
る
／
興
味
深
い
」
の
方
向
で
も
可
。 

 

△
１
点
「
知
り
た
い
」
は
文
脈
に
や
や
合
わ
ず
１
点
。 

 
×

「
聞
き
た
い
／
読
み
た
い
／
懐
か
し
い
」
な
ど
は
文
脈
上
不
可
。 

 

Ｂ 

の
で
【
１
点
】 

 
 

  

＊
「
ば
」
の
順
接
確
定
条
件
の
理
由
の
訳
。 

 
 

○
「
の
で
／
か
ら
／
た
め
」
な
ど
で
可
。 

×

「
な
ら
ば
」
な
ど
仮
定
や
「
～
て
／
～
と
」
な
ど
単
純
接
続
は
不
可
。 

  

傍
線
部
（
ｂ
） 

「
げ
に
」 

【
３
点
】 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

本
当
に 

 

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

 

Ａ 

本
当
に
【
３
点
】 

 
 

 

＊
「
げ
に
」
の
訳
。 

 

＊
「
や
っ
と
の
こ
と
で
た
ど
り
着
い
て
み
る
と
、
本
当
に
、
こ
の
岩
は
聞
い
て
い
た
よ
り
も
見
る
と
一
段
と
凄
い
。」
の
文

脈
。 

○
「
な
る
ほ
ど
／
い
か
に
も
／
本
当
に
／
確
か
に
」「
実
際
に
／
現
実
に
」
「
ま
こ
と
に
／
ま
っ
た
く
／
実
に
」
な
ど
現
実
を 

肯
定
す
る
意
味
合
い
や
強
調
す
る
意
味
合
い
で
可
。 

 



10 

問
二 

１
２
点 

 

 
［
設
問
］
傍
線
部
（
Ａ
）
「
関
守
の
お
こ
た
り
な
き
や
う
な
る
名
な
れ
ど 

人
も
居
ず
、
鼠
喰
岩
と
い
ふ
よ
り
言
ひ
な
れ
た
る
」

の
説
明
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

［
模
範
解
答
例
］ 
「
ね
ず
が
関
」
と
い
う
関
所
の
名
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

関
守
が
仕
事
を
怠
る
こ
と
な
く
寝
ず
に
番
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
名
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
関
守
も
お
ら
ず
、 

Ｄ
４ 

実
は
、
鼠
喰
い
岩
と
い
う
岩
の
名
前
か
ら
言
い
習
わ
さ
れ
て
付
い
た
名
で
あ
る 

と
い
う
こ
と
。 

 

＊ 

文
末
は
「
こ
と
」
ま
た
は
体
言
（
に
準
じ
る
形
）
。
「
～
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
」
な
ど
は
可
。
不
備
は
１
点
減
点
。 

 

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

＊ 

各
ポ
イ
ン
ト
分
離
加
点
し
て
よ
い
。 

 

Ａ
「
ね
ず
が
関
」
と
い
う
（
関
所
の
名
は
）【
２
点
】 

 

○ 

傍
線
部
が
「
ね
ず
が
関
」
と
い
う
名
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
と
分
か
れ
ば
可
。 

 

 
×

「
ね
ず
が
関
」
は
「
念
珠
が
関
／
鼠
が
関
」
な
ど
で
は
不
可
と
す
る
。 

 
×
 

傍
線
部
の
直
前
を
そ
の
ま
ま
書
く
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
「
ね
ず
み
が
関
」「
ね
づ
が
関
」
な
ど
は
誤
写
扱
い
に
せ

ず
、 

Ａ
不
可
と
す
る
。 

 

Ｂ 

関
守
が
（
仕
事
を
怠
る
こ
と
な
く
）
寝
ず
に
番
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
（
名
で
あ
る
）【
４
点
】 

  

＊
「
関
守
が 

寝
ず
／
寝
な
い
／
寝
る
こ
と
な
い 

よ
う
な
」（
「
寝
る
」
は
「
眠
る
」
で
も
よ
し
と
す
る
）
の
趣
旨
で
可
。 

 

△
２
点
「
関
守
が
寝
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
命
名
さ
れ
た
／
関
守
を
寝
さ
せ
な
い
た
め
に
付
け
た
名
」
な
ど
や
や
不
正
確

で あ
れ
ば
適
宜
２
点
。 

×

「
関
守
が
仕
事
を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
名
」
の
み
は
不
可
。 

 

Ｃ 

（
実
際
に
は
）
関
守
も
い
な
い
【
２
点
】 

 
 
 

 

＊
「
実
際
に
は
」
は
な
く
て
も
良
い
。
ま
た
、
「
関
守
」
は
「
人
」
で
も
良
い
。 

×

「
人
も
居
ず
／
人
が
居
ず
／
ひ
と
も
い
ず
」
は
言
い
換
え
不
十
分
で
不
可
。
「
実
際
に
／
関
を
守
る
人
も
居
ず
」
も
不
可
。 

 

○
「
居
る
」
を
「
居
な
い
／
い
な
い
／
居
ら
ず
／
お
ら
ず
」
な
ど
と
直
し
て
い
れ
ば
許
容
す
る
。 

（
例
）「
人
も
居
な
い
／
人
が
居
な
い
／
人
も
い
な
い
／
人
も
お
ら
ず
／
実
際
に
人
は
い
な
い
」
な
ど
可
。 

 

Ｄ 

（
実
は
、）
鼠
喰
い
岩
と
い
う
岩 

の
名
前
か
ら
言
い
習
わ
さ
れ
て
付
い
た
名
で
あ
る
【
４
点
】 

 
 ○ 

「
鼠
喰
（
い
）
岩
／
鼠
が
喰
い
抜
い
た
か
の
よ
う
な
岩 

（
が
あ
る
こ
と
）
に
由
来
す
る
／
の
名
前
が
言
い
習
わ
さ
れ
た
」 

と
い
う
趣
旨
で
可
。
「
言
い
習
わ
す
」
の
表
記
は
「
言
い
慣
わ
す
」
で
も
可
。 

△
２
点
「
鼠
が
喰
い
抜
い
た
岩
」
「
鼠
喰
岩
の 

名
前
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
の
よ
う
に
な
ど
や
や
不
正
確
で
あ
っ

た
り
、
説
明
不
十
分
で
あ
れ
ば
適
宜
２
点
。 

×

「
言
い
な
れ
た
／
言
い
慣
れ
た
」
の
傍
線
部
の
表
現
の
ま
ま
は
不
可
。 
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×

「
念
珠
が
関
と
言
い
習
わ
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
「
ね
ず
が
関
」「
鼠
が
関
」
以
外
の
名
に
「
言
い
習
わ
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う 趣
旨
で
あ
れ
ば
不
可
。 

  

問
三 

８
点 

 

［
設
問
］
傍
線
部
（
Ｂ
）
「
畳
の
十
ひ
ら
ば
か
り
も
敷
く
べ
き
岩
屋
な
ど
、
目
な
れ
ぬ
事
ど
も
を
見
れ
ど
、
暑
き
に
道
に
こ
う

じ
て 

こ
と
の
葉
も
な
し
。
」
の
現
代
語
訳
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

［
模
範
解
答
例
］ 

畳
を
十
枚
ほ
ど
も
敷
く
こ
と
が
で
き
る
岩
屋
な
ど
、
見
慣
れ
な
い
事
も
数
々
目
に
す
る
け
れ
ど
、 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

暑
さ
の
た
め
に
道
の
途
中
で
疲
れ
て
、
言
葉
も
出
な
い
。 

 

＊ 

文
末
の
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

＊ 

中
抜
け
／
中
断
し
て
い
る
も
の
も
不
問
と
し
て
、
加
点
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
に
は
分
離
加
点
し
て
よ
い
。 

 

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

 

＊ 

各
ポ
イ
ン
ト
で
▼
で
挙
げ
た
箇
所
の
訳
が
不
適
切
で
あ
れ
ば
１
点
ず
つ
減
点
す
る
。
そ
れ
以
外
の
部
分
に
抜
け
や
不
適
切

な 言
い
換
え
が
あ
れ
ば
同
様
に
１
点
ず
つ
減
点
す
る
。 

 

Ａ 

畳
を 

十
枚 

ほ
ど
も 

敷
く
こ
と
が
で
き
る 

岩
屋
な
ど
【
２
点
】 

 

▼
「
ひ
ら
」「
ば
か
り
」「
敷
く
べ
き
」
の
訳
。 

 

○
「
ひ
ら
」
は
「
枚
／
畳
」
と
訳
し
て
可
。 

 

○
「
ば
か
り
」
は
「
ほ
ど
／
く
ら
い
／
ぐ
ら
い
」
な
ど
の
訳
で
可
。 

○
「
敷
く
べ
き
」
は
「
敷
く
こ
と
が
で
き
る
／
敷
け
る
」
な
ど
可
能
の
意
で
可
。
意
志
／
推
量
／
当
然
／
適
当
は
何
れ
も
不
可
。 

 

△
１
点
減
点 

何
れ
も
「
ひ
ら
」「
ば
か
り
」「
べ
き
」
の
ま
ま
は
１
点
減
点
。
そ
の
他
の
不
適
切
な
訳
で
あ
れ
ば
１
点
減
点
。 

 

○
「
岩
屋
」
は
そ
の
ま
ま
で
良
い
が
「
岩
室
／
洞
窟
／
洞
穴
」
な
ど
と
し
て
も
可
。 

△
１
点
減
点
「
岩
で
造
っ
た
屋
敷
／
部
屋
」
な
ど
と
誤
っ
た
言
い
換
え
は
１
点
減
点
。 

 

Ｂ 

見
慣
れ
な
い 

事
も
数
々 

目
に
す
る 

け
れ
ど
【
２
点
】 

  

▼
「
目
な
れ
ぬ
」
「
事
ど
も
」
「
ど
」
訳
。 

 

○
「
目
な
れ
ぬ
」
は
「
見
馴
れ
な
い
／
見
慣
れ
ぬ
／
見
な
れ
ぬ
／
見
慣
れ
て
い
な
い
／
珍
し
い
／
目
新
し
い
／
新
奇
な
こ
と
」 

な
ど
の
訳
で
可
。 

 

△
１
点
減
点
「
目
な
れ
ぬ
／
目
慣
れ
な
い
／
目
に
慣
れ
な
い
こ
と
」
な
ど
言
い
換
え
不
十
分
は
１
点
減
点
。 

○
「
事
ど
も
」
は
「
事
も
数
々
／
事
を
い
ろ
い
ろ
／
事
々
」
な
ど
事
物
の
複
数
の
意
が
訳
さ
れ
て
可
。 

△
１
点
減
点
「
事
ど
も
」
「
も
の
た
ち
／
こ
と
た
ち
」
な
ど
１
点
減
点
。 

 

○
「
ど
」
は
「
け
れ
ど
／
け
れ
ど
も
／
が
／
」
な
ど
逆
接
で
可
。
「
と
い
っ
て
も
」
は
許
容
。 

 

○
「
目
に
す
る
」
は
「
見
る
」
の
ま
ま
や
「
見
え
る
」
も
可
。 
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Ｃ 

暑
さ
の
た
め
に 

道
の
途
中
で 

疲
れ
て
【
３
点
】 

 
 ▼

「
暑
き
に
」
「
道
に
」「
こ
う
じ
て
」
の
訳 

 

○
「
暑
き
に
」
は
「
暑
さ
の
た
め
に
／
暑
さ
で
／
暑
く
て
」
や
「
暑
い
道
中
で
」
な
ど
で
可
。
「
～
の
で
／
～
に
よ
っ
て
」

の 意
味
合
い
で
可
。 

 

△
１
点
減
点
「
暑
き
に
／
暑
さ
に
」
な
ど
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
言
い
換
え
不
十
分
は
１
点
減
点
。 

○
「
道
に
」
は
「
道
で
／
道
の
途
中
で
／
途
中
で
／
道
中
で
／
道
中
／
道
中
に
」
な
ど
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
良
い
。 

 

△
１
点
減
点
「
道
に
」
の
ま
ま
は
言
い
換
え
不
十
分
は
１
点
減
点
。 

○
「
こ
う
じ
て
」
は
「
疲
れ
て
／
く
た
び
れ
て
／
疲
労
し
て
」
な
ど
で
可
。 

△
１
点
減
点
「
悩
む
／
困
る
」
の
方
向
の
訳
や
「
苦
し
い
／
辛
い
」
の
訳
は
１
点
減
点
。 

 

Ｄ 

言
葉
も
出
な
い
【
１
点
】 

  

○
「
言
葉
も
出
な
い
／
言
葉
も
出
せ
な
か
っ
た
／
何
も
言
え
な
か
っ
た
」
の
趣
旨
で
可
。 

「
口
も
き
け
な
い
／
無
口
に
な
っ
た
」
な
ど
可
。 

 
×

「
表
現
の
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
」
の
趣
旨
は
不
可
。 

×

「
言
葉
も
な
い
」
な
ど
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
で
不
可
。 

 

問
四 

１
２
点 

 

［
設
問
］ 

傍
線
部
（
Ｃ
）
「
こ
と
な
る
事
も 

あ
ら
ば 

い
か
に
ぞ
や
、
と
胸
騒
ぎ
て 

急
ぎ
帰
り
ぬ
」
の
「
こ
と
な
る
事
」

を 具
体
的
に
し
た
現
代
語
訳
。 

 

＊ 

文
末
の
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

＊ 

中
抜
け
／
中
断
し
て
い
る
も
の
も
不
問
と
し
て
、
加
点
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
に
は
分
離
加
点
し
て
よ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

［
模
範
解
答
例
］
飢
え
て
物
乞
い
を
す
る
よ
う
な
者
に 

物
を
盗
ま
れ
る
と
い
う
よ
う
な 

と
ん
で
も
な
い
事
で
も 

 

Ｄ
○
２
点 

 

起
き
た
ら 

ど
う
し
よ
う
か
、
と
胸
騒
ぎ
が
し
て 

急
い
で
帰
っ
た
。 

 

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

 

＊ 

各
ポ
イ
ン
ト
分
離
採
点
し
て
よ
い
。 

＊ 

Ａ
／
Ｂ
／
Ｃ
は
「
こ
と
な
る
事
」
の
説
明
。
Ｄ
は
傍
線
部
の
訳
。 

＊ 

Ｄ
は
▼
で
挙
げ
た
箇
所
の
訳
が
不
適
切
で
あ
れ
ば
１
点
ず
つ
減
点
す
る
。 

 

Ａ 

飢
え
て 

物
乞
い
を
す
る 

（
よ
う
な
）
者
（
に
）
【
３
点
】 

 
 

 
 

 

＊
「
今
年
は
飢
ゑ
た
る
国
多
く
て
物
乞
う
者
ど
も
多
く
居
た
る
が
」
に
よ
る
。 

○
「
飢
え
た
者
に
／
物
乞
い
（
す
る
者
）
に
」
い
ず
れ
か
で
良
い
。 

 

○
「
お
腹
を
す
か
せ
た
者
／
生
活
に
困
っ
た
も
の
」
な
ど
同
趣
旨
の
表
現
で
可
。
「
乞
食
」
も
許
容
。 

 

△
１
点
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
な
ど
古
文
の
訳
と
し
て
違
和
感
が
あ
る
表
現
は
適
宜
１
点
と
し
て
よ
い
。 

△
１
点
「
飢
え
た
る
者
」
「
物
乞
う
者
」
な
ど
原
文
の
ま
ま
に
近
い
も
の
は
１
点
。 

×

「
盗
賊
が
／
盗
人
が
」
は
不
可
。 
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Ｂ 

物
を
盗
ま
れ
る
（
と
い
う
よ
う
な
）【
４
点
】 

 
 
 

  
○
「
物
／
持
ち
物
／
荷
物 

を
盗
ま
れ
る
」「
盗
み
を
さ
れ
る
／
盗
み
に
あ
う
／
盗
み
を
は
た
ら
か
れ
る
」
の
趣
旨
で
可
。 

 

○ 
原
文
に
近
い
「（
物
乞
い
す
る
も
の
が
） 

盗
人
を
働
く
／
盗
人
を
す
る
」
も
許
容
す
る
。 

 

△
１
点 
た
だ
し
「
盗
人
を
な
す
」
の
ま
ま
は
１
点
。 

△
１
点
「
強
盗
す
る
／
略
奪
す
る
」
な
ど
の
表
現
は
１
点
。 

 
×

「
襲
う
／
襲
撃
す
る
／
攻
撃
す
る
」
な
ど
は
不
可
。 

 

＊ 

Ａ
／
Ｂ
は
「
飢
え
て 
物
乞
い
を
す
る 

（
よ
う
な
）
者
が 

（
筆
者
た
ち
の
）
物
を
盗
む
」
の
よ
う
に
受
身
で
な
く
と

も
可
。 

 

Ｃ 

と
ん
で
も
な
い
事
（
で
も
）【
３
点
】 

 
 

 

＊
「
こ
と
な
る
事
」
の
解
釈
。 

 

○
「
と
ん
で
も
な
い
事
」
は
「
大
変
な
こ
と
／
一
大
事
／
尋
常
で
な
い
こ
と
／
た
だ
ご
と
で
な
い
事
／
穏
や
か
で
な
い
事
／ 

普
段
で
は
起
き
そ
う
も
な
い
こ
と
」
等
で
も
良
い
。「
事
件
／
事
故
」
な
ど
は
許
容
。 

×
 

原
文
に
近
い
「
こ
と
な
る
事
／
異
な
っ
た
こ
と
／
違
う
こ
と
／
い
つ
も
と
違
う
こ
と
」
や
辞
書
の
意
味
の
ま
ま 

「
特
別
な
こ
と
／
格
別
な
こ
と
」
「
風
変
わ
り
な
こ
と
」
な
ど
い
ず
れ
も
不
可
。 

 

Ｄ 

起
き
た
ら 

ど
う
し
よ
う
か
、
と
胸
騒
ぎ
が
し
て 

急
い
で
帰
っ
た
【
２
点
】 

 

  

▼
「
あ
ら
ば
」「
い
か
に
ぞ
や
」
「
と
胸
騒
ぎ
て
」
「
急
ぎ
帰
り
ぬ
」
の
訳
。 

 

○
「
あ
ら
ば
」
の
訳
は
「
起
き
た
ら
／
あ
っ
た
ら
／
あ
れ
ば
」「
も
し
〜
起
き
る
と
（
あ
る
と
）
」
な
ど
で
可
。 

仮
定
の
意
味
合
い
は
必
須
。 

 
 

△
１
点
減
点
「
も
し
」
が
な
い
「
起
き
る
と
（
あ
る
と
）
」
は
１
点
減
点
。 

 

○
「
い
か
に
ぞ
や
」
の
訳
は
「
ど
う
し
よ
う
か
／
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
／
ど
う
し
よ
う
」
な
ど
可
。 

ま
た
「
ど
う
よ
う
も
な
い
」（
反
語
）
も
可
と
す
る
。 

 
 

「
ど
う
で
あ
ろ
う
か
／
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
／
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
」
は
許
容
。 

 

△
１
点
減
点
「
な
ぜ
だ
ろ
う
か
／
ど
う
い
う
わ
け
な
の
か
」
は
「
と
胸
騒
ぎ
て
」
に
続
か
ず
１
点
減
点
。 

○
「
と
胸
騒
ぎ
て
」
の
訳
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
「
胸
騒
ぎ
が
し
て
／
胸
が
騒
い
で
」
や
「
心
配
で
／
不
安
に
な
っ
て
」「
不
吉
な

／
悪
い 

予
感
が
し
て
／
気
が
し
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 

○
「
急
ぎ
帰
り
ぬ
」
も
「
急
ぎ
帰
っ
た
」
や
「
急
い
で 

帰
っ
て
し
ま
っ
た
／
宿
へ
帰
っ
た
」
な
ど
で
可
。 

△
１
点
減
点 

現
在
の
「
帰
る
」
は
１
点
減
点
。 
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問
五 

１
２
点 

 
［
設
問
］
傍
線
部
（
Ｄ
）
の
和
歌
「
か
す
む
空
の 

か
ぎ
り
も
な
み
に 

映
ろ
ひ
て 

入
日
の
か
げ
に 

に
ほ
ふ
海
原
」
の 

修
辞
と
情
景
の
説
明
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

［
模
範
解
答
］ 
「
な
み
」
が
、
限
り
が
「
無
い
」
意
味
と
「
波
」
の
意
味
と
の 

掛
詞
で
、 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

霞
が
か
か
っ
て
い
る
空
が
限
り
な
く
ど
こ
ま
で
も 

波
の
上
に
映
っ
て
い
て
、 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

Ｆ
○
２
点 

沈
ん
で
い
く
夕
日
の
光
で 

美
し
く
見
え
る
海
原 

の
情
景
。 

 

＊ 

文
末
は
不
問
だ
が
、
「
か
ら
」
な
ど
理
由
説
明
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
１
点
減
点
。 

  

［
加
点
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

＊
各
ポ
イ
ン
ト
分
離
採
点
し
て
よ
い
。 

 

Ａ
（「
な
み
」
に
）
限
り
が
「
無
い
」
意
味
と
「
波
」
の
意
味
（
が
掛
か
っ
て
い
る
）【
３
点
】 

  

○
「『
波
』
に
『
無
い
』
の
意
が
掛
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
説
明
が
あ
れ
ば
可
。 

○
「
無
い
」
は
「
み
」
の
理
由
の
意
味
を
説
明
し
て
「
無
い
の
で
」
と
説
明
し
て
い
て
も
可
。
ま
た
「
無
」
と
し
て
も
可
。 

ま
た
「
な
い
」
と
平
仮
名
に
し
て
い
て
も
許
容
。
「
限
り
が
な
い
」
や
「
海
の
な
み
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
れ
ば
許
容
し
て
よ

い
。 

＊
「
限
り
が
」
は
な
く
て
も
良
い
。 

＊
「
な
み
」
は
形
容
詞
「
な
し
」
の
語
幹
の
「
な
」
に
原
因
理
由
の
接
尾
辞
「
み
」
が
つ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
解
答
例
以
上

の 説
明
に
誤
り
が
あ
っ
て
も
解
答
例
で
説
明
し
た
部
分
が
で
き
て
い
れ
ば
許
容
し
て
よ
い
。 

○
「
『
な
』
が
『
無
』
と
『
波
』
の
『
な
』
と
の
掛
詞
」
と
い
う
書
き
方
で
も
許
容
す
る
。 

 

Ｂ 

（「
な
み
」
が
）
掛
詞
で
あ
る
【
１
点
】 

 

○
「
な
み
（
な
）」
が
「
掛
詞
／
懸
詞
」
で
あ
る
と
示
し
て
可
。
「
な
み
」
は
和
歌
の
そ
の
箇
所
と
わ
か
れ
ば
よ
い
。 

 
×

「
掛
詞
」
が
な
く
「
掛
か
っ
て
い
る
」
の
み
に
は
加
点
し
な
い
。 

 

Ｃ 

霞
が
か
か
っ
て
い
る 

空
が 

限
り
な
く
ど
こ
ま
で
も
【
３
点
】 

 
 

  

＊
「
か
す
む
空
の 

か
ぎ
り
も
な
み
に
」
の
解
釈 

○
「
霞
む 

空
が 

限
り
な
い
」
の
３
要
素
が
揃
っ
て
３
点
。 

 

Ｄ 

空
が 

波
の
上
に 

映
っ
て
い
る
【
１
点
】 

  

＊
「（
か
す
む
）
空
の 

（
か
ぎ
り
も
）
な
み
に 

映
ろ
ひ
て
」
の
解
釈
。 

 

○
「
空
が 

波
に 

映
っ
て
い
る
／
写
る
」「
波
が 

空
を 

映
し
て
い
る
」
の
趣
旨
で
可
。
３
要
素
揃
っ
て
１
点
。 

×

「
入
り
日
／
太
陽
が 

波
に 

映
っ
て
い
る
」
は
不
可
。「
霞
／
雲
が
」
は
Ｄ
で
は
不
可
。 
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Ｅ 

沈
ん
で
い
く
夕
日
の 

光
で
【
２
点
】 

 
 

 
＊
「
入
日
の
か
げ
に
」
の
解
釈
。 

 

○
「
夕
日
の
」「
光
で
」
の
２
要
素
揃
っ
て
２
点
。 

＊
「
入
日
」
の
訳
は
「
入
日
／
入
り
日
」
の
ま
ま
で
も
可
。「
夕
日
／
落
日
／
落
陽
／
沈
ん
で
い
く
太
陽
」
な
ど
可
。 

＊
「
か
げ
」
の
訳
は
「
光
」
で
可
。「
影
／
姿
／
陰
っ
て
い
る
」
な
ど
と
訳
し
て
い
れ
ば
不
可
。 

 

△
１
点
「
で
」
は
「
に
」
で
も
良
い
が
「
が
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
１
点
。 

 

Ｆ 

美
し
く
見
え
る 

海
原
（
の
情
景
）【
２
点
】 

 
 

 

＊
「
に
ほ
ふ 

海
原
」
の
解
釈
。 

○
「
海
原
が 

美
し
い
」
の
趣
旨
で
可
。「
海
原
」
「
美
し
い
」
の
要
素
が
揃
っ
て
２
点 

＊
「
海
原
」
は
「
海
」
で
も
可
。 

＊
「
に
ほ
ふ
」
の
解
釈
は
「
美
し
い
／
美
し
く
映
え
る
」
で
可
。「
映
し
て
」
と
上
に
あ
れ
ば
「
趣
深
い
／
魅
力
的
だ
」
な
ど

の 表
現
も
広
く
許
容
す
る
。 

ま
た
「
輝
い
て
い
る
」「
映
え
る
」
の
み
は
不
可
と
す
る
が
「
茜
色
に
映
え
る
／
紅
に
輝
く
」
な
ど
傍
線
部
前
の
本
文
を 

踏
ま
え
て
説
明
し
て
い
れ
ば
可
。 

  


